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永島 和美 ☎52・5610
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魚住  洋二
宮川  義信
永島  和美

今泉  武志
永島  和彦
鶴留  　昭

今丸　  滇
林田  健介
板井　  衛

A
B
C

津屋崎囲碁同好会5月例会
次回は、7月25日（日）午前11時から文化会館で開催します。 

1 位 2 位 3 位

吉村 友行 ☎43・1308
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福津市将棋同好会5月例会

北原  靖三　 滝口  純一   春日   久行
本村　  弘　 村上  良明　中村  勝利
神尾   弘行　工藤  幸夫　西野寅太郎
仲兼久　豊 　渡辺  俊雄　 出水平八郎
井上　安高　 仲上   徹志   高田　治夫
久田　直樹　 城戸　正隆　田中　幸村

市実年囲碁会5月例会
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井本 雅文
村上喜代司
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満生 忠雄
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牛垣 　徹
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森 　　豊
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金沢 美啓
鶴留　 昭
花田 　章
堺　 髙之
坂井 　衛
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次回は、7月6日（火）、7月13日（火）10時00分
受付締切りにより、中央公民館和室で開催します。

東 輝雄 ☎43・1626

佐藤 　弘
筧　 芳武
山口 忠男
三宅 三郎
山崎 和夫
宮川 義信
折目 　實
堺屋 光男
髙木 正信
谷口 忠臣
西住 弘久

福津市囲碁会5月例会
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執行清春
田中英則
宮崎良一
木植　宏
加村光義
政所　等
井手美德
内場和光
中嶋　一
大塚俊一
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四
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三
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五
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四
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三
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初
２

猪俣征雄
荻野　力
千綿　勝
水上重文
小田邦彦
萩　忠志
田中俊勝
花田和彦
堺　髙之
塚崎国茂

今丸 滇 ☎43・3325 
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松尾文雄
三原敏男
佐藤　弘
井本雅文
折目　實
山崎達雄
林田健介
吉田猛虎
橋本繁晴
立和田實

次回は、7月11日（日）10時00分受付締切りにより、
10時から中央公民館和室で開催します。
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催
で
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手
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作
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や

植
樹
等
に
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の
活
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で
献
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的
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髙
山
会
長
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ん
は
じ
め
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バ
ー
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員
の

皆
様
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加
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
様
、

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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今
年
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あ
じ
さ
い
祭
り
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事
開
催

さ
れ
ま
し
た
こ
と
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
会
が
発
足
し
て
六
年
、地
域
貢
献
の

一
助
に
な
れ
ば
と
、市
内
の
小
学
校
を
対

象
と
し
た
除
草
作
業
な
ど
年
間
十
回
前
後

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、

内
二
回
は
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
で
の
作
業
に

参
加
し
て
お
り
ま
す
。今
年
は
西
郷
川
公

園
周
辺
の
清
掃
活
動
も
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
互
助
会
主
体
と
は
別
に
、会
員
は
各
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ル
ー
プ
独
自
で
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掃
・
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な
ど
の
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
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福
津
市
な
ど
が「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連

遺
産
群
」を
世
界
遺
産
に
と
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
く
ら
べ
も
の
に

な
り
ま
せ
ん
が
、我
々
も
地
域
発
展
の
た
め

何
か
お
役
に
立
つ
こ
と
を
見
つ
け
て
コ
ツ
コ

ツ
と
実
行
し
、今
後
も
様
々
な
活
動
も
含

め
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。
そ
し
て
福
津

の
町
が
少
し
づ
つ
で
も
発
展
し
、よ
り
メ
ジ

ャ
ー
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
』


